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アジアのサクランボ市場は２０２５年も成長を続けるとの報告 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｏｒｔａｌ ２０２５年５月１２日 

ＩｎｄｅｘＢｏｘ（市場情報サイト）の最近のレポートは、アジアでのサクランボの需要が今後１０年間増加すると

予想されるとしている。アジアのサクランボ市場の拡大速度は鈍化すると予測されており、量的な年平均成長

率（複利計算。以下同じ）は約２.３％で、２０３５年までに約２１０万トンに達すると推定されている。一方、金額

ベースの市場価値は約４.５％で成長し、卸売価格は約１１６億ドルに達すると予想されている。 

消費 

２０２４年のアジアのサクランボ消費量は、前年比３.７％増の約１７０万トンであった。年による顕著な変動は

あるものの、平均消費量は過去１１年間で年率約３.９％増加した。 

２０１４年以降、消費量は７７％以上増加し、２０２４年にピークに達した。アジアでのサクランボの市場価値は

２０２４年に約７１億ドルに達し、前年比１５％の増加を示した。 

２０２４年の数量ベースでの主な消費国は、トルコ（６３万トン）、中国（４８万７千トン）、ウズベキスタン（１８万６

千トン）で、合わせて約７８％を占めた。中国は２０１３年以降、年率約１９.２％と最も急速な消費の伸びを記録

した。金額ベースでは、推定３７億ドルの中国が首位で、トルコ（１８億ドル）とウズベキスタンがそれに続いた。 

２０２４年の１人当たりのサクランボ消費量はトルコ（７.３ｋｇ）が最も多く、次いでウズベキスタン（５.２ｋｇ）、レバ

ノン（４.７ｋｇ）の順であった。中国の消費量は長年にわたって大幅に増加し、高い成長率を維持している。 

生産 

アジアでは２０２４年に前年比５.４％減となる約１３０万トンのサクランボが生産された。２０１３年からの長期的

なトレンドは、年率平均約１.８％の増加を示しているが、成長率の変動が見られる年もある。最も生産の伸び

が大きかったのは２０１５年で、１５％増加した。２０２４年の総生産額は約３５億ドルで、年によって変動がある。 

トルコの生産量は、アジア全体の半分以上に当たる６９万６千トンで、突出して最大の生産国である。ウズベ

キスタン（２１万８千トン）とイラン（１２万５千トン）がこれに続く。トルコの生産量は緩やかに成長し（年率３.２％）、

一方ウズベキスタンの生産量はより急速に増加（同１０.９％）した。イランの生産量は減少した（同-７％）。 

２０２４年のサクランボの平均収量は１ヘクタール当たり約７.３トンで、前年からわずかに低下した。２０１３年

以降、収量は年率平均２％で増加しているが、多少の変動はある。アジアの収穫面積は２０２３年に過去最大

の約１８万２千ヘクタールに達し、２０２４年には前年をわずかに下回る約１７万４千ヘクタールであった。 

貿易 

アジアの２０２４年のサクランボ輸入量は約５３万７千トンで、２０２３年から２３％急増した。総輸入額は約４１億

ドルで、中国が輸入量の約８４％に当たる約４５万１千トンを占め、最大の輸入国となっている。その他の主要

な輸入国（地域）は、韓国、台湾、イラク等である。 

２０２４年の輸入価格は、１トン当たり平均約７,５７６ドルで、前年比で約５.５％上昇した。価格水準は国によっ

て異なり、韓国が最も高かった（１トン当たり約９,０９７ドル）。 

アジアのサクランボ輸出量は２０２４年に大幅に減少した。約１４万３千トンが他国向けに出荷され、前年比 

１９.１％の減少となった。しかし、より長期的に見ると輸出は以前に比べて急激に増加しており、２０２０年には

１８万３千トンのピークに達した。２０２４年の輸出額は約３億３千万ドルであった。 

トルコ（約６万７千トン）が主な輸出国で総輸出量の約４７％を占め、ウズベキスタンとアゼルバイジャンがそ

れに続いた。２０２４年の輸出価格は１トン当たり平均約２,３１１ドルで、前年比２０％上昇したが、その傾向は

時間の経過とともにある程度の変動を示している。 

https://www.freshfruitportal.com/news/2025/05/12/asian-cherry-market-will-continue-to-grow-in-2025-report-says/
https://www.indexbox.io/blog/cherry-asia-market-overview-2024/

